
年頭挨拶「『世界の直島』と言われ続けるために」
 �

 ２
P

八
日

山
地

区
の

崩
壊

対
策

工
事

は
 等（

町
長

・
教

育
長

報
告

）
 �

 ４
・
５
P

町
財

政
の

見
通

し
は

 等
（

一
般

質
問

３
人

）
 �

 ６
・
７
P

「
島

コ
ン」

カ
ップ

ル
８

組
誕

生
 等（

委
員

会
リ

ポ
ート

）
 �

 ８
P

尊敬していた姿を体験 等（中学生１日議会体験記）
 �

 ９
～
11
P

見
て

い
る

人
も

楽
し

い
気

持
ち

に（
が

ん
ば

っりょる
で

） �
 12
P

N
o.210

２０25

令
和
７
年
1
月
1
0
日

発
 行

●
香

川
県

直
島

町
議

会
編

 集
●

広
報

編
集

特
別

委
員

会
電

 話
●（

0
8

7
）8

9
2－

2
2

9
7

印
 刷

●
山

 陽
 印

 刷
 （

株
）

発
 行

●
香

川
県

直
島

町
議

会
編

 集
●

広
報

編
集

特
別

委
員

会
電

 話
●（

0
8

7
）8

9
2－

2
2

9
7

印
 刷

●
山

 陽
 印

 刷
 （

株
）
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明けましておめでとうございます
『世界の直島』と言われ続けるために

議長 井下 良雄

小野 孝一

西岡 裕喜広

松島 俊雄

中根 清孝

山下 玲子

宮原 三郎

山上 英一

浜口 敏夫

　みなさま、明けましておめでとうございます。
　心身ともに明るく健やかに新年のスタートを切られたと思います。
　新しい年が町民みなさま、そして直島町にとってすばらしい年になることを心から祈念申し上げます。
　さて、年頭の抱負、心構えを想う時、やはり昨年我々議員が語った目標の成果を顧みる必要があります。昨年１月
発行の議会だよりを見ますと、「移住定住・住宅対策、福祉の充実、執行部のチェック、日本一の町になる」等々、議
員全員がそれぞれの目標を掲げました。私自身も「人口増加策、観光客受け入れ体制、議会改革」を目標に「不易流行」
と「積小為大」を念頭にと抱負を語っていました。
　さてさて、皆が掲げた目標達成のための活動はどうだったか。100点ではないにせよ、委員会での提案、一般質問
での意見等々、町の将来のため知恵をしぼり、方策を町執行部に提案したことは議員の仕事としてがんばったが、力
量不足か理解が得られなかったと考えています。
　その意味で、昨年12月12日の「人権・同和教育講演会」の河内理恵先生の「言葉力」「良い信頼関係を築く７つの習慣」
等の教えは、話すこと提案することが仕事の我々議員の基本中の基本を教わった気がしました。
　町長が「できない」ではなく「……したらできる」と答弁させるべく、しっかりと説得力ある「言葉力」で話さな
いといけないと切に思いました。
　今ほど、世の中の移り変わりの激しい時はないと感じるほど、世界中は進化し続けています。例えば隣の小豆島の
バスはキャッシュレスを導入。観光訪問税も既に検討に入っているとお聞きしました。
　今のままがいいという考えは、まちがいなく取り残されます。正しく「不易流行」伝統を守りつつ、時代の流れに
応じて新しいものを取り入れる改革が必要な時期であると考えます。
　昨年12月のある日、福武財団の幹部の方と立ち話をしました。その方曰く「何事も一番最初にするのは大変難しい。
後からするのはマネをしたら良いので楽だ。しかし、大事なことはそれを継続し発展し続けることであり、私たちのアー
トでの活動はそれを目指しています」と話されていました。「不易流行」そのものの考えといえます。
　今年2025年は瀬戸内国際芸術祭の年、島が来島者たちであふれかえる激動の年ともいえる年となるでしょう。
　今後の直島が「世界の直島」と言われ続けるため「不易流行」進化し続ける直島になりたいと心から望んでいます。
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12月定例会
　令和６年第４回定例会が12月10日から11日までの会期で開催されました。
　一般質問に３人が登壇。令和６年度一般会計、特別会計の補正予算など報告
１件、議案５件、意見書案１件を審議し、いずれも原案どおり可決し、全日程
を終了しました。

人　

事

委
員
さ
ん

  
よ
ろ
し
く

    

お
願
い
し
ま
す赤松 千恵子 氏

　

教
育
委
員
会
委
員
に
赤
松

千
恵
子
氏
を
再
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
７
年
３
月
10

日
か
ら
令
和
11
年
３
月
９
日

ま
で

　えん（冤）罪は、犯人とされた者やその家族の人生を狂わせる国家による人権侵害である。それ故、我が国で
は憲法において多数の刑事手続関連条項を設け、刑事訴訟法等の法律を充実させることによって、えん（冤）罪
の発生を防止しようとしてきた。しかしながら、人の運用する制度である以上、ときに誤判が生じるおそれは払
拭できず、誤判により生じたえん（冤）罪被害者は迅速に救済されなければならない。誤判により有罪判決を受
けたえん（冤）罪被害者を救済する再審制度については、刑事訴訟法（第４編再審、以下「再審法」という。）
に規定が設けられているが、再審が認められることは稀であり、えん（冤）罪被害者の救済は容易には進んでい
ない。その要因として、日本弁護士会連合会の「えん罪被害者の迅速な救済を可能とするため再審法の速やかな
改正を求める決議（令和５年６月16日決議）」では、刑事訴訟法に再審に関する規定がわずか19条しか存在しな
いという制度上の問題があり、再審請求手続に関する詳細な規定が存在しないために、個々の裁判体の裁量があ
まりにも大きいことが指摘されている。その中でも特に重要な課題として、①再審請求手続において証拠開示規
定が存在しないこと、②再審開始決定に対する検察官の不服申立てにより審理が極めて長期化していること、③
再審請求手続における手続規定が整備されておらず、請求人の手続保障が十分になされていないことの３点が挙
げられている。このうち、再審請求手続における証拠開示については、刑事訴訟法等の一部を改正する法律（平
成28年法律第54号）の制定過程において、再審請求手続における証拠開示の問題点が指摘され、同法附則第９条
第３項において、政府は同法の公布後必要に応じて速やかに再審請求手続における証拠の開示等について検討す
るものと規定されているにもかかわらず、今なお制度化は実現していない。また、再審開始決定に対する検察官
の不服申立てについては、不服申立てによって、更に審理が長期化し、えん（冤）罪被害者の救済が遅延するこ
とが指摘されるとともに、検察官は不服申立てによらずとも、再審公判において主張の機会が保障されており不
都合はないとの見解もある。そして再審請求手続における手続規定に関しては再審法に規定が少なく、とりわけ、
審理の在り方については明文の規定が存在せず、裁判所の広汎な裁量に委ねられている。そのため、裁判所の訴
訟指揮により大きな差が生じるという問題があり、再審請求手続における手続規定を整備する必要があるとの意
見がある。近年、再審事件の動向に関する報道により、再審やえん（冤）罪被害に対する社会の関心が高まり、
日本弁護士会連合会などから再審法の問題点も指摘されている中で、地方議会においても再審法改正を求める意
見書が採択されている状況にある。
　ついては、国におかれては、えん（冤）罪被害者を迅速に救済するため、再審法改正に向けた議論を速やかに
行うよう強く求める。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和６年12月10日
� 香川県直島町議会　　　　　
（提出先）
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、法務大臣

意見書
再審法改正に向けた速やかな議論を求める意見書
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小林町長

４工区に
分けてやっていく

八日山地区の
� 崩壊対策工事は

◦９月２日　県市町長防災トップセミナーが開催
され、出席しました。

◦９月16日　香川大学直島地域活性化プロジェク
トによる竹あかり等の制作ワークショップが開
催され、参加しました。

◦９月30日　「反射材着用啓発・交通安全街頭キャ
ンペーン」を役場横にて実施し、参加しました。

◦10月10日　八日山地区急傾斜地崩壊対策事業計
画に係る地元説明会が開催され、出席しました。

◦10月27日　直島コメづくりプロジェクト2024コ
メの体験「稲刈り」が積浦地区坪の奥の田んぼ
で開催され、参加しました。

◦11月１日　令和６年度警察・消防殉職者協力殉
難者合同慰霊祭が開催され、出席しました。

◦11月10日　町制施行70周年記念式典を挙行しま
した。

◦11月13日　四国運輸局坂野交通政策部長他が国
土交通省「交通空白」解消本部の事業説明のた
め来庁されました。

◦11月15日　国保制度改善強化全国大会が開催さ
れ、出席しました。

◦11月25日　香川人権研究所の事務局長を講師に
迎え、人権・同和問題職員等研修会が開催され、
出席しました。

（主なもの）
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
を

Q
（
西
岡
）
ベ
ネ
ッ
セ

敷
地
入
り
口
と
南
部

道
路
の
交
差
点
は
、
一
時
停

止
し
な
い
自
転
車
や
バ
イ
ク

が
多
く
危
険
だ
。
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
設
置
は
で
き
な
い
か
。

A
（
町
長
）
県
道
と
私

道
で
あ
り
、
ベ
ネ
ッ

セ
側
が
注
意
を
し
て
出
て
く

る
の
が
原
則
だ
。
交
差
点
に

出
る
時
に
は
安
全
確
認
を
と

申
し
入
れ
は
し
て
い
る
。

主
な
質
疑

町
長
報
告

交
通
空
白
を
埋
め
る
に
は

Q
（
浜
口
）
各
地
で
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
直
島
で

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
か
。

A
（
町
長
）
ホ
テ
ル
業

者
や
住
民
か
ら
一
度

も
聞
い
た
こ
と
は
な
い
。

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
で
は

Q
（
西
岡
）
直
島
へ
の

移
住
・
定
住
に
興
味

を
も
っ
た
人
は
い
た
か
。

A
（
町
長
）
全
国
か
ら

80
ほ
ど
の
離
島
関
係

が
一
堂
に
会
し
、
物
販
や
人

の
募
集
等
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
や
っ
て
い
る
。

壊
対
策
工
事
は
大
掛
か
り
に

な
る
と
思
う
。
対
象
戸
数
と

総
工
事
費
の
概
要
は
。

A
（
町
長
）
県
施
工
の

工
事
で
あ
り
、
国
等

か
ら
補
助
金
が
出
る
。
そ
の

た
め
工
事
費
の
概
算
は
聞
い

て
い
な
い
。

　

４
工
区
に
分
け
、
対
象
戸

数
は
12
～
13
戸
あ
り
、
工
事

も
難
し
い
と
思
う
が
、
事
故

等
な
い
よ
う
県
に
は
お
願
い

し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

Q
（
浜
口
）
個
人
負
担

は
生
じ
な
い
の
か
。

A
（
町
長
）
県
の
事
業

で
国
か
ら
補
助
金
が

出
る
の
で
、
負
担
が
発
生
す

る
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

八日山地区の危険な急傾斜地

Q
（
西
岡
）
文
教
の
信

号
機
の
と
こ
ろ
に
も

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
の
要
望

が
あ
る
が
。

A
（
ま
ち
観
課
長
）
再

度
場
所
を
確
認
し
て

検
討
し
た
い
。

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は

Q
（
中
根
）
県
市
町
長

防
災
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
の
内
容
は
。

A
（
町
長
）
平
成
30
年

の
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
の
教
訓
と
し
て
、
援
助

を
受
け
る
側
の
体
制
を
し
っ

か
り
し
て
お
く
と
か
、
避
難

所
運
営
の
訓
練
も
必
要
等
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
話
を
聞
い
た
。

国
保
制
度
改
善
強
化
は

Q
（
宮
原
）
改
善
強
化

の
目
標
等
が
決
ま
っ

た
の
か
。

A
（
町
長
）
医
療
保
険

制
度
の
一
本
化
を
早

期
に
実
現
、
財
政
基
盤
強
化

の
た
め
の
公
費
投
入
の
確
保

を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
等

の
要
望
活
動
だ
。

　

名
前
を
売
り
、
知

名
度
を
高
め
る
こ
と

が
主
な
目
的
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　

直
島
へ
の
移
住
相

談
は
少
し
は
あ
っ
た

が
、
全
国
の
離
島
の

苦
労
話
は
ど
こ
も
一

緒
か
な
と
思
う
。

八
日
山
地
区
の
工
事
は

Q
（
浜
口
）
急

傾
斜
地
の
崩
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津山教育長

バドミントン部で
取り組んでいる

地域クラブ活動
� 直島型の現状は

◦９月12日　令和６年度第４回幼小中合同研修会
に参加しました。研究主題「自立・共生－幼小
中連携の中で人間尊重の精神を高める－」に基
づき、５学年道徳科の学習指導が公開されまし
た。

◦９月17日　お月見ウォーキングを海の駅赤かぼ
ちゃ広場から地中美術館チケットセンターまで
の往復区間で開催しました。

◦９月19日　第10回部活動の地域移行推進準備会
を開催し、直島型地域クラブ活動の実現を目指
して、学校支援ボランティア（バドミントン部）
の実施状況と今後の在り方を協議しました。

◦10月16日　幼児学園園長、小・中学校長と令和
６年度中間目標面談を実施しました。

◦10月24日　香川県教育委員会副教育長等が来庁
し、「こども図書館船ほんのもり号」について
の説明を受けました。

◦11月２日・３日　教育文化祭が開催されました。
◦11月30日　 小・ 中 学 校 に よ る「 令 和 ６ 年 度

Meet the world」が開催されました。

（主なもの）
幼
小
中
合
同
研
修
会

Q
（
西
岡
）
道
徳
科
の

学
習
指
導
の
内
容
は
。

A
（
教
育
長
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
悪
口
に
発
展
し

た
事
例
を
取
り
上
げ
、
そ
の

対
応
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

し
た
。
討
議
会
で
は
直
島
独

特
の
人
間
関
係
を
踏
ま
え
た

指
導
が
必
要
で
は
な
い
か
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

主
な
質
疑

直
島
型
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

Q
（
中
根
）
移
行
に
向

け
て
現
状
と
課
題
は
。

A
（
教
育
長
）
現
在
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

指
導
に
よ
り
移
行
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
労
力
・

金
銭
的
負
担
が
生
じ
な
い
よ

う
な
形
で
実
施
し
た
い
。

教
員
の
採
用
状
況
は

Q
（
山
上
）
教
員
の
な

り
て
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
令
和
７
年

度
香
川
県
教
職
員
採
用
試
験

の
状
況
は
。

A
（
教
育
長
）
合
格
者

数
は
、
小
学
校
１
３

４
人
、
中
学
校
１
２
０
人
、

養
護
教
諭
５
人
等
で
あ
り
、

昨
年
よ
り
合
格
者
を
増
や
し

て
い
る
。

こ
ど
も
図
書
館
船
事
業

Q
（
西
岡
）
具
体
的
内

容
は
。

A
（
教
育
長
）安
藤
忠
雄

氏
か
ら
、船
を
チ
ャ
ー

タ
ー
し
瀬
戸
内
海
の
島
々
の

子
ど
も
た
ち
に
本
を
届
け
る

「
こ
ど
も
図
書
館
船
ほ
ん
の

も
り
号
」
を
香
川
県
に
寄
贈

し
た
い
と
い
う
提
案
が
あ
り
、

令
和
７
年
の
春
か
ら
５
年
程

度
の
事
業
と
聞
い
て
い
る
。

学
校
の
目
標
申
告
・
評
価
制
度

Q
（
宮
原
）
令
和
６
年

度
の
中
間
目
標
面
談

の
内
容
は
。

A
（
教
育
長
）
幼
児
学

園
か
ら
は
、
あ
い
さ

つ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

園
児
が
増
加
。
小
学
校
か
ら

は
、
学
力
・
体
力
の
伸
び
が

見
ら
れ
て
い
る
。
中
学
校
か

ら
は
、
行
事
の
企
画
運
営
に

生
徒
を
積
極
的
に
参
加
さ
せ

て
い
る
。
な
ど
の
報
告
を
受

け
た
。不

登
校
の
調
査
結
果

Q
（
山
上
）
文
科
省
の

調
査
結
果
に
よ
れ

ば
、
香
川
県
内
の
不
登
校
の

数
は
増
加
し
て
い
る
が
、
直

島
の
現
状
は
。

A
（
教
育
長
）
昨
年
度

ま
で
は
、
数
名
不
登

校
の
生
徒
が
い
た
が
、
現
在

小
学
校
・
中
学
校
に
お
い
て

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
は
ゼ

ロ
と
な
っ
て
い
る
。

教
育
長
報
告

ボランティアが指導

ＡＬＴをご案内
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内容は質問者の責任に おいて作成しています

３人が登壇

中根 議員小林 町長

問う
〔
町
長
〕
今
年
度
か
来
年
度
に
設
置

〔
町
長
〕
今
後
、
真
摯
に
取
り
組
む

大
溝
に
転
落
防
止
策
を

町
財
政
の
見
通
し
は

　

本
村
地
区
の
西
町
に
あ
る

大
溝
に
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も

溝
蓋
も
な
い
危
険
な
場
所
が

あ
り
、
子
ど
も
や
老
人
、
観

光
客
が
落
ち
る
と
と
て
も
危

な
い
。

　

現
に
落
ち
た
事
例
も
何
件

も
あ
り
、
早
急
に
対
策
を
取

ら
な
い
と
最
悪
な
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
溝
蓋
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
な
ど
の
転
落
防
止
対

策
を
早
急
に
望
む
。

A
（
町
長
）
議
員
ご
指

摘
の
と
お
り
、
本
村

地
区
タ
ニ
ワ
キ
理
容
店
付
近

か
ら
役
場
庁
舎
横
ま
で
の
排

水
路
は
、
溝
幅
２
・
５
ｍ
ほ

ど
、
深
さ
は
１
・
５
ｍ
程
度

あ
り
、
広
く
て
深
い
構
造
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
排
水
路

は
、
自
治
会
に
よ
る
溝
掃
除

や
町
が
実
施
し
て
い
る
下
排

水
路
土
砂
取
除
工
事
の
作
業

効
率
を
考
慮
し
、
現
在
は
溝

蓋
や
防
護
柵
は
設
置
し
て
い

な
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
道

路
脇
の
排
水
路
等
に
転
落

し
、
負
傷
・
死
亡
す
る
事
故

が
全
国
的
に
発
生
し
て
お
り
、

最
近
で
は
、
外
国
か
ら
の
来

訪
者
が
転
落
す
る
事
故
も
発

生
し
て
い
る
。

　

防
止
対
策
と
し
て
令
和
４

年
度
に
は
宮
ノ
浦
地
区
直
島

銭
湯
付
近
に
防
護
柵
を
設
置

し
て
お
り
、
本
村
地
区
に
お

い
て
も
、
既
に
転
落
防
止
柵

の
設
置
を
計
画
し
て
い
る
。

計
画
が
整
え
ば
、
今
年
度
ま

た
は
来
年
度
に
お
い
て
設
置

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
中
根
）
な
る
べ
く
早
く
設

置
さ
れ
、
町
民
を
は
じ
め
観

光
客
の
安
心
安
全
が
保
た
れ

る
よ
う
に
切
に
願
う
。

上のような防護柵を

山上 議員小林 町長

　

こ
こ
数
年
の
本
町
の
決
算

状
況
か
ら
、一
般
会
計
関
係
の

基
金
残
高
は
、
平
成
30
年
度

末
に
21
億
円
あ
っ
た
が
、
こ

こ
数
年
減
少
し
続
け
て
い
る
。

　

ま
た
本
年
度
補
正
予
算
に

お
い
て
、教
育
施
設
と
道
路
の

公
共
土
木
施
設
の
維
持
改
修

に
前
年
度
繰
越
金
を
す
で
に

全
額
充
当
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
決
算
で
の
基
金

収
支
も
、
昨
年
度
同
様
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
ん
な
中
で
、
現
在
各
課

に
お
い
て
令
和
７
年
度
予
算

の
編
成
作
業
を
進
め
て
い
る

が
歳
出
に
つ
い
て
は
、
人
件

費
、
扶
助
費
の
減
少
は
期
待

で
き
ず
、
地
方
創
生
関
連
の

事
業
費
や
公
共
施
設
の
維
持

改
修
や
更
新
費
用
、
ま
た
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
負
担

も
あ
り
、
今
後
も
厳
し
い
財

政
運
営
が
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
今
後
の
特
殊
財

政
事
情
や
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
台
風
災
害
、
地
震

災
害
な
ど
の
非
常
事
態
へ
対

応
す
る
た
め
に
も
あ
る
程
度

の
基
金
残
高
を
確
保
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

　

最
近
で
は
、
財
政
危
機
を

宣
言
す
る
自
治
体
も
い
く
つ

か
で
て
き
て
お
り
、
人
口
の

少
な
い
小
規
模
自
治
体
の
運

営
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
町
財
政
の
見
通

し
に
つ
い
て
町
長
の
見
解
を

伺
う
。

A
（
町
長
）
現
在
の
財

政
事
情
は
、
本
年
度

予
算
に
お
い
て
前
年
度
繰
越

金
を
緊
急
的
な
工
事
費
に
す

で
に
充
当
し
て
お
り
、
年
度

末
基
金
残
高
は
減
少
す
る
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
災
害

等
に
対
応
す
る
た
め
に
あ
る

程
度
の
基
金
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の

町
財
政
に
真
摯
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

ま
た
今
後
、
三
菱
マ
テ
リ

ア
ル
直
島
製
錬
所
の
増
産
計

画
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
生
活

協
同
組
合
の
建
て
替
え
問

題
、
消
防
団
第
３
分
団
屯
所

の
更
新
事
業
、
地
震
津
波
対

策
な
ど
多
く
の
事
業
が
控
え

て
い
る
が
、
有
利
な
地
方
債

の
活
用
な
ど
に
よ
り
財
政
の

安
定
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

こ
れ
か
ら
も
住
民
に
安
定

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
も
、
先
頭
に
立

ち
職
員
と
と
も
に
汗
を
流
し

て
い
く
。

Q
（
山
上
）
歳
出
の
見

直
し
も
重
要
だ
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
な
ど

歳
入
の
確
保
が
必
要
だ
と
思

う
が
。

A
（
町
長
）
本
町
に
は

特
産
品
が
少
な
く
苦

し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

様
々
な
検
討
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
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一 般 質 問

西岡 議員小林 町長

　

こ
こ
最
近
の
直
島
町
は
、

コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
以
前
の

活
気
が
戻
り
、
多
く
の
来
島

者
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

　

さ
て
、
宮
浦
港
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
駐
輪
場
周
辺
に
、

船
を
待
つ
人
や
、
赤
カ
ボ

チ
ャ
を
見
に
い
く
多
く
の
来

島
者
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
に

出入口では安全確認を

駐
輪
場
か
ら
勢
い
よ
く
安
全

確
認
も
せ
ず
飛
び
出
し
て
く

る
バ
イ
ク
が
い
る
。

　

出
入
口
近
く
を
歩
く
人
や

車
が
ヒ
ャ
ッ
と
し
た
経
験
が

あ
る
町
民
や
来
島
者
の
声
が

よ
く
聞
か
れ
る
。
何
か
良
い

対
策
は
な
い
も
の
か
と
、
駐

在
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
駐

車
場
の
出
入
口
に
減
速
帯
を

設
置
し
た
ら
効
果
が
あ
り
ま

す
よ
」
と
の
意
見
だ
っ
た
。

　

来
年
は
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
も
開
催
さ
れ
、
今
以
上
に

多
く
の
来
島
者
が
訪
れ
る
と

想
定
さ
れ
る
。

　

町
民
や
来
島
者
の
安
心
安

全
確
保
の
た
め
に
、
県
に
減

速
帯
の
設
置
を
要
望
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
駐
輪
場
を
利
用
し

て
い
る
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル

や
関
連
企
業
へ
の
安
全
指
導

も
お
願
い
し
た
い
。

A
（
町
長
）
人
々
の
行

動
や
活
動
が
以
前
の

よ
う
に
活
気
が
戻
り
、
当
町

に
も
大
変
多
く
の
来
訪
者
が

訪
れ
て
い
る
。

　

宮
ノ
浦
に
設
置
し
て
い
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
駐
輪

場
に
お
い
て
は
、
島
外
か
ら

通
勤
し
て
い
る
方
々
が
多
く

利
用
し
て
い
る
。
船
の
発
着

時
間
帯
は
駐
輪
場
か
ら
バ
イ

ク
や
自
転
車
が
勢
い
よ
く
飛

び
出
す
と
危
険
な
状
況
に
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。管
理

者
で
あ
る
県
と
協
議
し
た
い
。

Q
（
西
岡
）
住
吉
神
社

の
交
差
点
は
、
南
北

方
面
が
優
先
道
路
と
聞
い
て

い
る
が
、
東
西
方
面
か
ら
の

車
両
と
の
危
険
な
状
況
も
あ

る
の
を
ご
存
じ
か
。

A
（
町
長
）
確
か
に
私

も
時
々
目
に
す
る
。

〔
町
長
〕
県
と
協
議
し
た
い

港
湾
周
辺
の
安
全
対
策
を

令
和
６
年
度　

補
正
予
算

一

般

会

計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
０
８
２
万
円
を

追
加
し
、予
算
総
額
は
36
億
１

８
０
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入
の
主
な
も
の

◦
地
方
交
付
税

�

６
３
５
万
円
追
加

◦
総
務
費
国
庫
補
助
金

�

４
４
７
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦
企
画
費

•�

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
標
準
化
事
業
委
託
料

�

６
３
８
万
円
追
加

契
約
の
目
的

　

�

令
和
６
年
度
消
防
団
第
１

分
団
屯
所
更
新
工
事

契
約
の
方
法　

随
意
契
約

契
約
金
額

�

　

１
億
７
９
３
０
万
円

契
約
の
相
手

　

�

株
式
会
社
ま
つ
も
と
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 工

事
請
負
契
約

•�

第
５
次
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
業
務
委
託

料�

１
０
６
万
円
追
加

◦
水
産
業
振
興
費

•
自
動
車
購
入
費

�

３
３
８
万
円
追
加

（
平
成
20
年
４
月
購
入
の
ト

ラ
ッ
ク
買
い
替
え
）

整備が進む第１分団屯所

フ
ェ
リ
ー
の
着
く
時
間
帯
は
、

本
当
に
車
、
バ
イ
ク
等
が
多

い
。
一
旦
停
止
ラ
イ
ン
が
あ

る
の
で
交
通
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
、
周
知
を

し
た
い
。

Q
（
西
岡
）
旧
新
宮
バ

ス
停
の
交
差
点
で

も
、同
様
に
、す
ご
い
ス
ピ
ー

ド
で
走
っ
て
い
る
車
や
バ
イ

ク
が
い
る
。
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
過
去
に
接

触
事
故
も
あ
っ
た
の

で
、
よ
く
見
え
る
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
設
置
す
る
等
、
改
良

し
て
い
る
。
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〔
総
務
課
〕

　

10
月
27
日

衆
議
院
議
員
総
選
挙

投
票
数　
　

１
４
７
４
票

投
票
率　
　
　

58
・
89
％

　

12
月
27
日
～
30
日

消
防
団
年
末
警
戒

　

１
月
12
日

消
防
団
出
初
式

〔
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
〕

出
会
い
隊
「
島
コ
ン
」

　

11
月
30
日
～
12
月
１
日

男
性　

14
人　

参
加

女
性　

13
人　

参
加

〔
診
療
所
〕

令
和
６
年
度
診
療
状
況

�

（
４
月
～
10
月
末
）

入
院
患
者
数　

２
９
２
人

�

（
前
年
度　

２
６
１
人
）

外
来
患
者
数�

６
６
６
９
人

（
前
年
度　

７
２
５
９
人
）

時
間
外
救
急
患
者
数

�

１
４
５
人

�

（
前
年
度　

２
５
７
人
）

Q
　

マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
状
況
は
。

A
　

現
在
20
％
弱
の
方

が
利
用
し
て
お
り
、

保
険
証
に
ひ
も
づ
け
で
き
て

い
な
い
方
に
は
診
療
所
で
で

き
る
旨
を
説
明
し
て
い
る
。

A
（
課
長
）
実
は
定
期

的
に
話
は
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
出
せ
る
基

準
が
厳
し
く
な
っ
て
、
金
額

A
（
課
長
）
コ
ロ
ナ
明

け
で
参
加
者
が
少
な

い
。
カ
ッ
プ
ル
率
は
３
～
４

割
ほ
ど
だ
。
現
在
進
行
中
の

カ
ッ
プ
ル
は
１
組
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

　

10
月
末
現
在　

３
６
７
件

　
　
　

１
６
８
３
万
４
千
円

Q
（
山
上
）
ふ
る
さ
と

納
税
の
額
が
年
々

減
っ
て
い
る
。
ベ
ネ
ッ
セ
に

特
別
な
商
品
を
出
し
て
も
ら

う
よ
う
話
を
し
て
は
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

健
康
福
祉
ま
つ
り

　

９
月
８
日

参
加
者　

２
１
２
人

敬
老
会

　

10
月
３
日

対
象
者　

５
２
１
人

出
席
者　

１
２
１
人

　

女
文
楽
、
幼
児
学
園
、
文

化
協
会
に
よ
る
演
芸
鑑
賞

〔
健
康
推
進
室
〕

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

Q
　

今
年
度
の
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

は
。

A
　

基
本
64
歳
以
下
の

国
か
ら
の
助
成
は
な

く
な
っ
た
が
、
町
単
独
で
一

部
助
成
し
て
い
る
。

〔
建
設
経
済
課
〕

八
日
山
地
区
急
傾
斜
地

�

崩
壊
対
策
事
業

　

10
月
10
日

地
元
計
画
説
明
会

出
席
者　

17
人

つ
り
公
園
（
10
月
末
）

営
業
日
数　

１
５
０
日

入
園
者
数　

１
２
４
７
人

鳥
獣
捕
獲
数
（
10
月
末
）

カ
ワ
ウ　
　
　

30
羽

タ
ヌ
キ　
　
　

18
匹

カ
ラ
ス　
　
　

13
羽

イ
ノ
シ
シ　
　

23
頭

ヌ
ー
ト
リ
ア　

５
匹

姫
宮
団
地
分
譲
状
況

　

10
月
を
も
っ
て
完
売

〔
環
境
水
道
課
〕

緑
い
っ
ぱ
い
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

９
月
19
日
・
20
日

フ
リ
ー
ジ
ア
の
球
根
４
２
９

袋
配
布

環
境
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４

　

10
月
26
日

海
の
駅
か
ぼ
ち
ゃ
広
場

来
場
者
数　

約
９
０
０
人

中根 委員長 総 務・文 教山上 委員長経 済・民 生

「島コン」カップル
８組誕生!!

環境フェスタ2024
開催

ベ
ス
ト
１
カ
ッ
プ
ル　

５
組

ベ
ス
ト
２
カ
ッ
プ
ル　

３
組

Q
（
井
下
）
最
近
の
出

会
い
隊
の
カ
ッ
プ
ル

率
と
か
現
在
進
行
中
の
カ
ッ

プ
ル
は
い
る
の
か
。

が
ど
ん
ど
ん
上
が
り
、
魅
力

が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

〔
教
育
委
員
会
〕

　

卒
業
式
・
卒
園
式
の
日
程

中
学
校　
　

３
月
14
日

小
学
校　
　

３
月
17
日

幼
児
学
園　

３
月
18
日

　

入
学
式
・
入
園
式
の
日
程

中
学
校　
　

４
月
９
日

小
学
校　
　

４
月
10
日

幼
児
学
園　

４
月
11
日

二
十
歳
の
つ
ど
い

　
　

１
月
11
日

　

直
島
ホ
ー
ル
で
開
催

大盛況だった島コン

ふるさと納税返礼品

多くの人で賑わった環境フェスタ
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　ごみ箱の設置について
　今回の議会体験は緊張とワクワクの二つの気持ちがありました。自分で考えた要望が
相手に伝わるのか、また意見が通るのか不安で緊張もしていました。ですが、実際議会
で質問をすると、環境水道課長の方がゴミ箱の設置についてしっかり向き合ってくれま
した。来年度から、瀬戸内国際芸術祭が開催されるにあたってたくさんの人が直島を訪
れると思います。そのためポイ捨ても増えていくと考えられるので、町にゴミ箱の増設
を提案しました。検討していただいた結果、意見は通りませんでしたが、分かりやすく
納得しやすい説明をしていただきました。この説明を踏まえてゴミが道や海に落ちてい
たら見て見ぬふりをせず拾っていくことを目標に頑張ります。

　フェリーの定期券の利用について
　２年生の時に議会の様子を見学させていただき、今回の議会体験がとても待ち遠し
かったです。私は、中学生のフェリーの定期券の利用について質問させていただきまし
た。実際に質問席に座って質問してみると、教育長さんが一つ一つ丁寧に答えてくださっ
たので、自分も改めて考えを深めることができました。
　再質問はなかなかハードルが高く再質問することはできませんでしたが、実際に再質
問していた友だちは本当にすごいと思いました。
　なかなか経験できない各部署の担当の方々へ質問や見学をさせていただき、感謝して
います。この貴重な時間で経験してきたことを生かし、直島に貢献できたらいいなと思っ
ています。

　宮浦港の自転車置き場について
　私は、今回の議会体験を通して、地域の人々との話し合いの大切さなどを学びました。
今回私は、議長を務めました。その際、かまずに全員が分かりやすいように言うことを
意識しました。また私は、議会体験で一般質問をするにあたって、地域の方々が暮らし
やすいような島にするために、みんなが不便に感じていることや、自分が不便に感じて
いることを考え、問題点を探しました。直島は観光客が多いので観光客目線でも考えま
した。各部署の担当の方々にも前向きに考えていただいたり、問題点を考えていただい
たりしていただきありがとうございました。

岡本 花
は

菜
な

 さん

浮田 頼
らい

人
と

 さん

石井 隆
りゅう

晴
せい

 さん

中 学 生 １ 日 議 会 体 験 記第41回

改めて考えを深めることができた

話し合いの大切さを学んだ

緊張とワクワクの二つの気持ち

　10月29日、中学３年生による
１日議会が開催され、20の質問
で町政を問いました。
　再質問もあり、有意義な議会体
験になったと思います。
　皆さんに感想文を書いていた
だきましたが、紙面の都合上９人
の生徒の感想文を紹介します。 生徒代表あいさつ

丹場 彩
あや

斗
と

 さん
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　横防地区の芸術作品の充実について
　今回の１日議会体験で私は、横防地区の芸術作品の充実について質問をさせていただ

きました。難しい質問をするので、どのような対応をされるか不安と緊張を抱えていま

したが、とても優しく対応していただき、とても気楽に質問をすることができました。

また、私たちの質問に真剣に向き合い丁寧にわかりやすく答えてくださりとても有意義

な一日になりました。この１日議会体験から、さまざまな町の問題点を見つめあい、真

剣に考えていくことの大切さを理解することができました。

　公共交通機関のキャッシュレス決済の導入について
　私は、公共交通機関のキャッシュレス決済の導入について提案させていただきました。
一生懸命考えた提案について、丁寧に答弁していただいたことで考えを深めることがで
きました。一つのことを実行するためには様々な人の協力が必要であったり、お金や場
所の問題があったりと大変なことが分かりました。改めて、これまでしていただいた取
り組みなどに感謝したいと思いました。今回体験して学んだことを、これからの直島町
に役立てられるように考えたいと思います。そして、問題点があればたくさんの視点か
ら見つめ、町民として真剣に考え問題解決に努めたいと思いました。

　幼児学園向かい側の道路および崖の整備について
　私は議会体験で、幼児学園向かい側の道路および崖の整備について質問させていただ
きました。私より前に質問していた人に、各部署の担当の方が詳しく分かりやすく説明
してくれていたので、安心して質問することができました。自分の意見がしっかり伝わ
り、要望を検討してくれることになったのでよかったです。再質問した時は、説明して
くださった内容に対して、自分が疑問に思ったことをていねいに説明するのが大変でし
た。各部署の方々が実際にその現場に行って、今の現状を見たことを含めて、答弁の根
拠にされていることが分かりました。また、私が知らなかった、落石への対策に関する
説明を伺うことができ、本当によかったです。

河野 寿
す

海
かい

 さん

近藤 行
あん

治
じ

 さん

髙木 翔
しょう

真
ま

 さん

真剣に考えることの大切さを理解

真剣に考え問題解決に努めたい

現状を見て答弁の根拠にされている

山中 議長
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　中学校校舎の雨漏りの悪化について
　私は議会体験で、議長と議員の２つの役職をしました。議長をするときには、大きな
声ではっきり話すことを意識しました。初めは緊張してうまく話せませんでしたが、徐々
に落ち着いてゆっくり読むことができました。議員としては、自信をもって質問するこ
とができました。議長をした時のことを思い出しながら、周りを見ながら落ち着いて読
むことを大切にしました。
　この議会体験を通して、緊張する場面でも落ち着いてゆっくり話すことの大変さを改
めて感じました。緊張するとどうしても早くなってしまいます。だからどんな場面でも
慌てずに落ち着いて対応していきたいです。この体験で学んだことを日常生活にも生か
していきたいです。

　町全体での避難訓練について
　今回の１日議会体験では、私たちが普段の生活の中では知ることができない議会の仕
組みや、議員の役割について知ることができました。
　実際に自分の考えた提案内容を、町に質問として投げかけてみたところ、町からはこ
れまでの取り組みや今後の方針など丁寧に答弁してくださり、意見を出しながら将来の
直島町を作っていくことが感じられ、その過程がとても大切だと感じました。
　また、自分の意見を伝えるには、とても難しかったことや、発言するだけでなく、相
手の意見にも耳を傾け理解し、共感することもとても大事なことと気づきました。
　今後は、今回の体験を活かし、学校生活や将来の社会生活でも、地域の人たちとの関
わりや、周囲とのコミュニケーションを大切にしながら、さまざまな場面で社会に貢献
できるように頑張って行動していきたいです。

　フェリー乗り場の島民優先ゾーンの利用について
　私は、フェリー乗り場の町民優先ゾーンについて質問させていただきました。実際に
質問席に座り、質問してみるととても緊張しましたが、副町長さんが丁寧に答えてくれ
たので真剣に考えることができました。前の友達が質問しているときも、ほかの各部署
の担当の方が一つの質問に前向きに答えてくださっているのを見て、とても有意義な時
間になったと思います。２年生の時に、実際の議会を見学した際、相手が納得するよう
に答える姿を本当に尊敬していました。その尊敬していた姿を自分が体験でき、とても
嬉しく思います。
　この１日議会体験を通して、自分自身で自分の住んでいる島の問題を見つけて考える
ことの大切さを学ぶことができました。

山中 萌
も

波
なみ

 さん

前田 尚
ひさ

慶
よし

 さん

髙橋 那
な

歩
ほ

 さん

尊敬していた姿を自分も体験できた

落ちついてゆっくり話すことの大切さを学ぶ

さまざまな場面で社会に貢献できるよう

石井 議長
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古紙配合率100%再生紙を使用しています

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
議
会
だ
よ
り
の

ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

昨
年
の
10
月
に
は
衆
議

院
議
員
選
挙
が
あ
り
、
自

民
・
公
明
の
与
党
が
15
年

ぶ
り
に
過
半
数
割
れ
と

な
っ
た
。
新
し
く
衆
議
院

議
員
に
な
ら
れ
た
方
々
に

は
、
国
民
が
安
心
、
安
全

に
暮
ら
せ
る
国
づ
く
り
を

ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

　

我
が
町
で
も
人
口
・
空

き
家
・
空
き
地
対
策
等
、

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
も

ご
協
力
い
た
だ
い
て
、
大

切
な
「
ふ
る
さ
と
・
な
お

し
ま
」
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

�

（
小
野　

記
）

編
集
後
記

広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
井
下　

良
雄

副
委
員
長
　
小
野　

孝
一

委
　
員
　
山
下　

玲
子

　
〃
　
　
山
上　

英
一

　
〃
　
　
西
岡
裕
喜
広

　
〃
　
　
中
根　

清
孝

　
〃
　
　
宮
原　

三
郎

　
〃
　
　
浜
口　

敏
夫

　

今
回
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
が

ん
ば
っ
り
ょ
る
「
フ
ラ
・
ケ

イ
キ
」
の
皆
さ
ん
と
代
表
の

今
井
さ
ん
、
指
導
者
の
マ
コ

先
生
の
登
場
で
す
。

Q　

ま
ず
始
め
に
、
い
つ
頃

結
成
さ
れ
ま
し
た
か
。

（
今
井
）
２
０
１
４
年
４
月

に
結
成
し
ま
し
た
。

Q　

現
在
、
メ
ン
バ
ー
の
人

数
は
。

（
今
井
）
幼
稚
園
か
ら
高
校

生
ま
で
の
14
人
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

Q　

ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

で
披
露
し
て
い
ま
す
か
。

（
今
井
）
先
生
の
ス
タ
ジ
オ

が
主
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

や
火
ま
つ
り
、芸
能
大
会
、環

境
フ
ェ
ス
タ
、夏
に
あ
る
ハ
ワ

イ
ア
ン
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
す
。

Q　

で
は
、
メ
ン
バ
ー
の
皆

さ
ん
に
質
問
で
す
。

①
始
め
て
ど
の
く
ら
い
に
な

り
ま
す
か
。

②
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
ど
う
い
っ

た
と
こ
ろ
が
楽
し
い
で
す
か
。

  

（
森
本
悠
玄
く
ん
）
①
年

少
か
ら
始
め
て
今
年
で
４
年

目
で
す
。

②
は
じ
め
は
難
し
か
っ
た
け

ど
大
会
で
１
位
に
な
っ
た
の

で
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

体
を
柔
ら
か
く
使
っ
て
頑
張

り
ま
す
。
男
募
集
!!

  

（
今
井
結
萌
さ
ん
）
①
年

少
か
ら
始
め
て
５
年
目
に
な

り
ま
す
。

②
習
い
始
め
た
頃
は
、人
前
で

踊
る
こ
と
が
恥
ず
か
し
か
っ

た
け
ど
、段
々
と
人
前
で
踊
る

こ
と
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

  

（
伊
藤
宗
介
く
ん
）
①
年

長
か
ら
始
め
て
３
年
目
で
す
。

②
フ
ラ
を
踊
る
の
は
楽
し
い

け
ど
、女
の
子
と
一
緒
に
踊
る

の
は
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
。

で
も
僕
は
男
の
子
な
の
で
、

堂
々
と
カ
ッ
コ
よ
く
踊
る
こ
と

を
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

  

（
鴉
崎
ひ
な
た
さ
ん
）
①

年
少
か
ら
始
め
て
６
年
目
に

な
り
ま
す
。

②
始
め
は
ぎ
こ
ち
な
く
踊
っ

て
た
け
ど
、
レ
ッ
ス
ン
し
て

（
マ
コ
先
生
）
幼
児
か
ら
幅

広
い
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が

集
ま
っ
て
い
る
の
で
、ま
と
め

る
の
が
大
変
で
す
。逆
に
良
い

と
こ
ろ
は
、お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち

が
一
緒
に
声
か
け
を
し
て
、

お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
す
。

Q　

最
後
に
直
島
の
皆
さ
ん

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
ど
う
ぞ
。

（
マ
コ
先
生
）
今
年
も
た
く

さ
ん
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
来
年
２
月
か
ら

フ
ラ
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
り
ま

す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
踊
っ

て
く
れ
る
仲
間
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
見
学
＆
体
験
ま
っ

て
い
ま
～
す
。

　

フ
ラ
・
ケ
イ
キ
の
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。フ

ラ
ダ
ン
ス
に
少
し
で
も
、興
味

の
あ
る
方
は
、西
部
公
民
館
で

木
曜
日
17
時
か
ら
レ
ッ
ス
ン
し

て
い
る
そ
う
で
す
。ぜ
ひ
の
ぞ

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。新
し
い

自
分
を
発
見
で
き
る
か
も
で
す
。

踊
れ
る
よ
う
に
な
り
嬉
し
い

で
す
。衣
装
を
着
て
メ
イ
ク
も

し
て
踊
る
の
が
楽
し
い
で
す
。

  

（
松
野
蓮
音
さ
ん
）
①
年

中
か
ら
始
め
て
７
年
目
に
な

り
ま
す
。

②
フ
ラ
を
踊
る
に
は
ス
カ
ー

ト
を
揺
ら
さ
な
い
と
い
け
な

い
の
で
難
し
い
け
ど
、ス
カ
ー

ト
を
た
く
さ
ん
揺
ら
す
と
か

わ
い
く
踊
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

  

（
杉
亜
里
紗
さ
ん
）
①
習

い
始
め
て
11
年
に
な
り
ま
す
。

②
フ
ラ
は
普
段
と
違
う
自
分

を
出
せ
ま
す
。
見
て
い
る
人

も
楽
し
い
気
持
ち
に
な
る
の

で
大
好
き
で
す
。
自
信
を

持
っ
て
人
前
に
立
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Q　

次
に
先
生
に
質
問
で
す
。

　

指
導
し
て
い
て
大
変
な
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

マコ先生

伊
藤　
　

葵
さ
ん

森
本　

悠
玄
く
ん

大
塚
心
愛
羽
さ
ん

伊
藤　

宗
介
く
ん

杉　

和
佳
奈
さ
ん

今
井　

結
萌
さ
ん

鴉
崎
ひ
な
た
さ
ん

今
井　

葵
彩
さ
ん

松
村　

花
恋
さ
ん

松
野　

蓮
音
さ
ん

杉　

那
々
子
さ
ん

大
川　
　

優
さ
ん

杉　

亜
里
紗
さ
ん

下
津
美
紗
妃
さ
ん

フラ・ケイキ メンバー

見
て
い
る
人
も
楽
し
い
気
持
ち
に

一
緒
に
楽
し
く

踊
り
ま
し
ょ
う

楽しくレッスン中


